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水島勤労福祉センターの隣に
建てられた亀島山地下工場の碑
（写真：山口百香）

撮影：山口百香

水
島
に
あ
る
亀
島
山（
花
と
緑
の

丘
公
園
）は
、地
域
で
は「
お
花
見
」

や「
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
夜
景
の

撮
影
」の
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

し
ょ
う
。
し
か
し
実
は
、そ
の
下
に

「
地
下
工
場
」が
あ
る
の
で
す
。
現
在

は
稼
働
し
て
い
ま
せ
ん
が
、ア
ジ
ア

太
平
洋
戦
争
中
に
つ
く
ら
れ
た

秘
密
工
場
で
、県
内
最
大
級
の
戦
争

遺
跡
で
す
。

亀
島
山
地
下
工
場
は
、一
般
公
開

は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、地
域

の
有
志
が
窓
口
に
な
り
、平
和
学
習

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

亀島山の中腹に稲荷社が見える　1971（昭和46）年3月15日
安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）

岡
山
県
内
最
大
級
の

戦
争
遺
跡
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亀島橋から　1961（昭和36）年6月25日　安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）

亀島山周辺　1961（昭和36）年7月6日　安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）

真
っ
暗
な
空
間
、剥
き
出
し
の
岩

肌
、全
長
約
２
km
も
あ
る
ト
ン
ネ
ル
。

亀
島
山
に
降
り
注
い
だ
雨
が
半
年
後

に
ト
ン
ネ
ル
に
染
み
出
し
て
く
る
と

い
い
、と
き
に
は
膝
丈
ほ
ど
水
が
溜

ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

陰
鬱
な
空
間
で
、ど
う
や
っ
て
精
密

な
軍
用
機
の
部
品
を
つ
く
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。
働
い
て
い
た
の
は
、

若
い
工
員
や
動
員
さ
れ
た
学
徒
で
し

た
。
プ
ロ
野
球
選
手
だ
っ
た
星
野

仙
一
氏
は
水
島
出
身
の
ス
タ
ー
で
す

が
、彼
の
父
親
は
若
い
工
員
を
育
て
る

青
年
学
校
の
先
生
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

亀
島
山
地
下
工
場
が
な
ぜ
水
島
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

明
治
末
～

大
正
期
の
河
川
改
修
で
東
高
梁
川
が

廃
川
と
な
り
、ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争

が
始
ま
る
頃
、そ
の
廃
川
地
に
三
菱

重
工
業
が
名
古
屋
か
ら
進
出
す
る

こ
と
が
決
ま
り
、水
島
航
空
機
製
作
所

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
あ
わ

せ
て
水
島
の
市
街
地
が
急
ご
し
ら
え

で
で
き
た
の
で
す
。

こ
の
航
空
機
製
作
所
の
疎
開
工
場

が
亀
島
山
地
下
工
場
で
す
。
亀
島
山

地
下
工
場
と
水
島
の
ま
ち
は
深
く

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
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軍
需
工
業
の
秘
密
工
場
と
し
て

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
制
作
の
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
映
画『
風
立
ち
ぬ
』

（
２
０
１
３
年
）は
、零
式
艦
上
戦
闘

機（
零
戦
）の
開
発
を
描
い
て
い
ま
す

が
、舞
台
の
一
つ
が
三
菱
重
工
業

名
古
屋
航
空
機
製
作
所
で
す
。零
戦

と
同
じ
く
、海
軍
の
航
空
機
と
し
て

開
発
さ
れ
た
の
が
一
式
陸
上
攻
撃
機

（
一
式
陸
攻
）で
す
。
一
式
陸
攻
は

零
戦
よ
り
大
き
く
、日
本
海
軍
の

主
力
攻
撃
機
で
し
た
。

日
中
戦
争
が
拡
大
し
、米
英
と
の

対
立
が
強
ま
る
中
、陸
海
軍
は
三
菱

重
工
業
に
数
次
の
増
産
命
令
を

出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、名
古
屋

航
空
機
製
作
所
が
す
で
に
手
狭

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、水
島
に
工
場

が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（
水
島
自
動
車
製
作
所
50
年
史
編
さ
ん

委
員
会
編『
水
島
自
動
車
製
作
所

50
年
史
』三
菱
自
動
車
工
業
株
式

会
社
乗
用
車
生
産
本
部
水
島
自
動
車

製
作
所
、１
９
９
３
年
、3
頁
）。

１
９
４
１（
昭
和
16
）年
4
月
、用
地

が
水
島
に
決
ま
る
と
、急
ピ
ッ
チ
で

準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
青
年

学
校
が
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
4
月
に

開
校
、工
場
は
翌
年
4
月
か
ら
操
業

を
開
始
し
て
い
ま
す（
前
掲『
水
島

自
動
車
製
作
所
50
年
史
』6
頁
、12
頁
）。

そ
し
て
４
８
２
３
戸
の
社
宅
が
建
設

さ
れ
、約
4
万
人
の
人
員
を
抱
え
る

工
場
が
ま
た
た
く
間
に
出
現
し
た
の

で
す（
同
上
、8
頁
、14
頁
）。こ
こ
で

終
戦
ま
で
に
一
式
陸
攻
513
機
、紫
電
改

（
戦
闘
機
）９
機
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た

（
亀
島
山
地
下
工
場
を
語
り
つ
ぐ
会

編『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク　

亀
島
山
地
下

工
場
』亀
島
山
地
下
工
場
を
語
り
つ
ぐ

会
、２
０
１
３
年
、23
頁
）。

他
の
工
場
も
軍
需
生
産
に
傾
斜

し
て
い
き
ま
し
た
。
か
つ
て
、倉
敷

駅
前
の
ア
リ
オ
と
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

パ
ー
ク
が
あ
る
場
所
に
倉
敷
紡
績

（
現
・
ク
ラ
ボ
ウ
）の
万
寿
工
場
が
、

倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
が
あ
る

場
所
に
は
本
社
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。

両
工
場
は
、１
９
４
２（
昭
和
17
）年
末

亀島ロータリーと 100 ｍ道路　1962（昭和 37）年7月　
安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）　

連島の篦取神社より亀島山を望む　1987（昭和 62）年5 月3日
安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）　
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の
海
軍
航
空
本
部
お
よ
び
三
菱
重

工
業
の
要
請
を
受
け
、航
空
機
事
業

に
転
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す（
倉
敷
紡
績
株
式
会
社
社
史

編
纂
委
員
編『
回
顧
六
十
五
年
』倉

敷
紡
績
株
式
会
社
、１
９
５
３
年
、

583
頁
）。そ
こ
で
つ
く
ら
れ
た
翼
は
、

牛
車
で
水
島
に
運
ば
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
昨
年
、101
歳
で
亡
く
な
っ
た

平
良
敏
子
氏
は
、沖
縄
の
女
子
挺
身
隊

の
一
員
で
、万
寿
工
場
で
働
い
て

い
ま
し
た
。そ
こ
で
大
原
総
一
郎
氏

と
出
会
っ
た
こ
と
が
、彼
女
が
帰
郷

し
て
か
ら
芭
蕉
布
の
復
活
に
尽
力

す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う

の
は
、有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ

で
す
。

亀
島
山
地
下
工
場
が
い
つ
か
ら

掘
り
は
じ
め
ら
れ
た
の
か
、正
確
に
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、１
９
４
４

（
昭
和
19
）年
の
末
頃
か
ら
で
は

な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
島
航
空
機
製
作
所
を
つ
く
る
た
め

の
埋
め
立
て
や
、亀
島
山
地
下
工
場

の
掘
削
作
業
に
多
数
の
朝
鮮
人

労
働
者
が
集
め
ら
れ
、従
事
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

１
９
４
５（
昭
和
20
）年
6
月
22
日

の
水
島
空
襲
で
、水
島
航
空
機

製
作
所
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。
戦
後
は
、爆
撃
を
受
け

な
か
っ
た
施
設
を
使
っ
て
民
需
品

の
生
産
に
転
換
し
、オ
ー
ト
三
輪

「
み
ず
し
ま
号
」を
開
発
す
る
に
い

た
り
ま
す（
前
掲『
水
島
自
動
車
製

作
所
50
年
史
』20
頁
、24-

28
頁
）。

ま
た
、亀
島
山
地
下
工
場
は
民
間
人
の

倉
庫
と
な
り
、地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
度
胸
試
し
の
場
所
に
も
な
っ
て

い
ま
し
た
。

未舗装の海岸通　1960（昭和35）年12月16日
安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）

水島臨海工業地帯の工場用地埋め立て土砂のために削られた亀島山　1964（昭和39）年9月20日　
安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）　

亀島山山頂　1962（昭和37）年7月8 日　安藤弘志氏撮影（倉敷市歴史資料整備室蔵）　
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亀
島
山
地
下
工
場
を「
再
発
見
」

し
た
の
は
１
９
８
０
年
代
後
半
の

倉
敷
中
央
高
校
の
社
会
問
題
研
究

部
の
活
動
で
し
た
。
こ
れ
は
水
島

工
業
高
校
の
取
り
組
み
と
も
つ
な

が
り
、亀
島
山
地
下
工
場
の
過
酷

な
労
働
の
様
子
に
つ
い
て
、在
日

コ
リ
ア
ン
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

韓
国
の
マ
ス
コ
ミ
に
も
働
き
か
け
、

１
９
８
９
年
４
月
15
日
の『
韓
国
日
報
』

で
活
動
が
報
じ
ら
れ
る
と
、韓
国
か
ら

手
紙
が
届
く
な
ど
、国
際
交
流
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
。
１
９
９
０
年

に
は
、日
韓
の
調
査
で
遺
族
を
探
し

出
し
、身
元
不
明
の
遺
骨
を
返
還

す
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
ま
し
た

（
亀
島
山
地
下
工
場
を
語
り
つ
ぐ
会
編

『
掘
り
お
こ
さ
れ
る
戦
争
の
傷
あ
と　

亀
島
山
地
下
工
場
』亀
島
山
地
下

工
場
を
語
り
つ
ぐ
会
、１
９
９
０
年
、

33-

34
頁
。
前
掲『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク　

亀
島
山
地
下
工
場
』32-

33
頁
）。

こ
う
し
た
高
校
生
の
活
動
は
市
民

レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
り

ま
す
。「
亀
島
山
地
下
工
場
を
語
り

つ
ぐ
会
」が
１
９
８
８
年
に
発
足

し
、見
学
会
や
学
習
会
を
開
く
な
ど

の
活
動
を
開
始
し
た
の
で
す
。

高
校
生
や
地
域
住
民
の
運
動
の

結
果
、１
９
９
６
年
３
月
に
水
島

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
て

「
亀
島
山
地
下
工
場
の
碑
」が
設
置

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、地
下
工
場
内
部

の
実
測
調
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
９
９
８
年
に
高
校
生
の
自
主
活
動

と
し
て
簡
易
な
調
査
が
な
さ
れ
ま

し
た
が
、２
０
０
８
年
に
は
最
新

の
機
器
を
用
い
た
本
格
的
調
査
が

実
施
さ
れ
、高
校
生
ら
の
調
査
に
よ
る

略
図
が
ほ
ぼ
正
確
だ
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す（
亀
島
山
地
下
工

場
を
語
り
つ
ぐ
会
編『
水
島
の

な
り
た
ち
と
亀
島
山
地
下
工
場
』

亀
島
山
地
下
工
場
を
語
り
つ
ぐ
会
、

保
存
と
活
用
に
向
け
て

みずしま地域カフェで出された提案をもとに
平和公園・資料館整備のイメージをイラストにしてみた
 （イラスト制作：澤江亜玖里）

みずしま地域カフェでは「亀島山地下工場をこんなふうに
保存・活用したい」とさまざまな提案が出された

亀
島
山
地
下
工
場
の
公
開
と
平
和
公
園
・
資
料
館

整
備
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
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２
０
１
０
年
、15-

17
頁
）。

こ
の「
語
り
つ
ぐ
会
」「
水
島
を

元
気
に
す
る
会
」「
水
島
の
未
来
を

考
え
る
会
」が
と
も
に
、２
０
１
２

年
に「
亀
島
山
地
下
工
場
を
保
存
す
る

会
」を
設
立
し
、亀
島
山
の
保
存
活
用

に
向
け
た
道
す
じ
を
探
っ
て
い
ま

す
。「
保
存
す
る
会
」の
大
野
治
さ
ん

は「
一
式
陸
攻
の
復
元
を
し
て
、

亀
島
山
の
中
腹
に
資
料
館
を
つ
く
り
、

そ
こ
に
設
置
し
た
い
」と
い
い
ま
す
。

ま
た「
語
り
つ
ぐ
会
」の
村
田
秀
石

さ
ん
は「
亀
島
山
の
向
か
い
に
あ
る

水
島
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
部

に
、地
下
工
場
の
展
示
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
」と
提
案
し
ま
す
。

ど
ち
ら
の
案
も
、多
く
の
人
が
亀
島
山

に
つ
い
て
学
べ
る
施
設
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

亀
島
山
地
下
工
場
の
保
存
活
動

に
携
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
に
共
通

す
る
願
い
は「
公
開
」で
す
。「
一
部

で
い
い
か
ら
安
全
確
保
を
し
て
、

多
く
の
人
が
地
下
工
場
に
入
っ
て

体
感
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

と
願
っ
て
い
る
の
で
す
。

亀
島
山
地
下
工
場
を
見
学
し
た

思
想
家
の
内
田
樹
氏
は「
暗
く
虚
ろ
な

ト
ン
ネ
ル
は
戦
争
の
無
意
味
さ
と

非
道
を
実
感
で
き
る
例
外
的
な
跡
地

で
あ
る
」と
評
し
、こ
の
地
下
工
場

が
保
存
さ
れ
公
開
さ
れ
る
こ
と
は

「
行
政
や
地
域
社
会
の
協
力
が
必
要
な

事
業
だ
が
、実
現
す
れ
ば
市
民

社
会
の
成
熟
と
文
明
の
一
つ
の
里
程

標
に
な
る
だ
ろ
う
」（『
東
京
新
聞
』

２
０
２
２
年
10
月
30
日「
時
代
を

読
む
」）と
述
べ
て
い
ま
す
。
亀
島
山

地
下
工
場
は
、水
島
の
開
発
の
歴
史

を
つ
た
え
る
貴
重
な
生
き
証
人
で
す
。

こ
の
遺
構
が
残
さ
れ
て
公
開
に

い
た
る
に
は
、市
民
の
声
が
必
要

で
す
。
近
年
、全
国
各
地
で
戦
争
遺
跡

が
市
民
の
声
に
よ
り
保
存
整
備
さ
れ
、

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
島
は
、公
害
と
戦
争
、環
境
と

平
和
を
同
時
に
学
べ
る
稀
有
な
場
所

で
す
。
県
外
か
ら
も
、修
学
旅
行
生

が
亀
島
山
の
見
学
に
来
て
く
れ
て

い
ま
す
。
現
在
は
受
け
入
れ
人
数

が
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、亀
島
山

地
下
工
場
が
公
開
さ
れ
、資
料
館

な
ど
が
整
備
さ
れ
ば
、内
外
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
学
び
の
拠
点
と

な
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い

ま
す
。「
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
、

岡
山
の
亀
島
山
地
下
工
場
」と
並
び

称
せ
ら
れ
る
の
も
夢
で
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

亀島山地下工場を語りつぐ会の吉田さん（左）、村田さん（右）（写真：山口百香）右から、亀島山地下工場を保存する会の岡野さん、柴田さん、大野さん（写真：山口百香）

亀島山地下工場入口（写真：山口百香）
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みずしま財団
Webサイト

み
ず
し
ま
財
団
に
つ
い
て

地
域
カ
フ
ェ
に
つ
い
て

亀島山地下工場跡
〒 712-8013	岡山県倉敷市亀島1丁目2

み
ず
し
ま
財
団
は
、正
式
名
称
を

「
公
益
財
団
法
人
水
島
地
域
環
境

再
生
財
団
」と
い
い
、2	

0	

0	

0
年
3
月

に
、水
島
地
域
の
環
境
再
生
・
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

住
民
を
主
体
に
、行
政
・
企
業
な
ど

水
島
地
域
の
様
々
な
関
係
者
と
専
門

家
が
協
働
す
る
拠
点
と
し
て
、よ
り

よ
い
生
活
環
境
を
創
造
す
る
活
動
を

展
開
し
て
い
く
た
め
に
、調
査
活
動

を
は
じ
め
、学
び
の
場
づ
く
り
、人
と

の
つ
な
が
り
づ
く
り
、そ
し
て
公
害
の

経
験
の
継
承
と
公
害
患
者
支
援
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年

10
月
、ミ
ニ
資
料
館「
み
ず
し
ま
資
料

交
流
館
」を
開
設
し
ま
し
た
。

戦
争
、地
域
開
発
と
公
害
な
ど

「
困
難
な
過
去
」に
も
目
を
向
け

な
が
ら
、水
島
の
歴
史
を
掘
り
起
こ

す
と
と
も
に
、地
域
の
新
し
い
魅
力

を
発
信
す
る
た
め
の
冊
子
で
す
。

み
ず
し
ま
財
団
が
２
０
２
１
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る「
み
ず
し
ま

地
域
カ
フ
ェ
」で
得
ら
れ
た
情
報
を

も
と
に
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

カ
フ
ェ
は
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど

を
語
り
合
う
場
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
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